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 第 9章 「公文書管理法への国立大学法人の対応と課題」は、第 8章の記述を受けて、公
文書管理法施行（2011 年）後、国立大学法人がどのように対応しどのような課題があるか
について、法人文書管理規則の制定、「国立公文書館等」の指定、評価選別等を取り上げて
論じた。特に、行政機関を念頭に置いた公文書管理法を国立大学法人に一律に適用すること
の問題や国立大学アーカイブズが「国立公文書館等」として内閣総理大臣の指定を受けるに
当たっては、特定歴史公文書等の保存、利用及び廃棄に関するガイドラインの要件の高さが
問題であることを指摘した。 
 第Ⅲ部「大学アーカイブズの活用」は、利用者の立場から大学アーカイブズについて論じ
た。 
 第 10章「建学の精神と大学史編纂・大学アーカイブズ」は、国立大学に建学の精神はあ
るのか？という問題意識に基づいて、広島大学と大阪大学を素材として、これら国立大学の
建学の精神について歴史的に検証した。その結果、国立大学が建学の精神を「発見」してい
くうえでは、大学史編纂が大きな役割を果たしたこと、そしてそれは大学のアイデンティテ
ィ形成に大きく関与しており、今後は大学のアイデンティティ形成の場として大学アーカ
イブズが必要であることを論じた。 
 以上、全 10章に加え、補論として「アーカイブズを利用しよう―広島カープと広島大学・
広島高等師範学校―」を掲載した。直接大学アーカイブズを対象としたものではないため補
論としたが、アーカイブズの可能性を示すものであり、また大学に係わる議論をしているた
め本論文に掲載した。利用者の立場からのアーカイブズ利用（普及）論である。まず広島県
立文書館所蔵の行政文書を利用することにより、広島大学設立と広島カープ創設には密接
な関係があったことを明らかにした。さらには、聞き取り事項を基に、広島カープの応援歌
のルーツが広島高等師範学校（広島大学の前身校の 1つ）にあると論じた。これらを踏まえ
て、アーカイブズは歴史研究者のみのものではなく、広く市民に開かれたものであり、また、
そうあるべきと論じた。一般利用者の立場からアーカイブズを積極的に利用することを推
奨したものである。 
 終章では、本論文の内容をまとめその課題を示すとともに、今後大学アーカイブズがさら
なる発展をするための展望を行った。 
 
